
研 究 の 概 要

一般診療において、体内固定用大腿骨髄内釘「ユニコーンネイル（滅
菌済）」を使用し、併用材料として骨補填材「アパセラム-FX（
AnchorFix ）」（以下、AnchorFix（アンカーフィックス））を使用すること
により、AnchorFixが粉砕されてスクリューと母床骨の隙間が埋まりス
クリューをしっかりと固定させた場合の有効性および安全性を確認す
ることを目的とします。
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